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中区, 16.3%

東区, 7.2%

南区, 5.0%

西区, 5.0%

安佐南区, 

10.0%
安佐北区, 5.3%

安芸

区, 
9.1%

佐伯区, 3.8%

広島市区不明, 

3.4%

広島県内（広島

市外）, 23.5%

広島県外, 

10.0%
無回答, 1.3%

第２章 社会実験の結果について 

２－１ 利用者アンケートの結果について 

 

 

 

 

 

 

（１）利用者属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象 1,129名（平成 24年 7月末までに登録済みで自宅住所が判明している登録者） 

調査方法 登録住所あてに調査票を郵送配布し、郵送回収 

調査期間 平成 24年 8月 1日から、平成 24年 8月 16日まで 

配布数 1,129票 

回収数 319票（回収率 28．3％） 

 

図 2－1 居住地構成（N=319） 

男性, 56.7%

女性, 42.0%

無回答, 

1.3%

10歳代, 1.6%

20歳代, 

11.3%

30歳代, 26.6%

40歳代, 36.4%

50歳代, 18.2%

60歳代, 4.1%

70歳以上, 0.9% 無回答, 0.9%

■性別 

   登録者の性別では、男性の割合が約 57％と

高かった。 

 

■年代 

   登録者の年齢構成では、40歳代が約 36％と最

も多く、次いで 30歳代が約 27％であった。 

図 2－2 性別構成（N=319） 

図 2－3 年齢構成（N=319） 

■居住地 

   登録者の居住地では、広島市が 65％となって

おり、広島県（広島市を除く）が約 24％、広島

県外が 10％であった。 

 

市内６５％ 

会社員, 59.9%公務員, 15.7%

自営業, 5.3%

主夫・主婦, 

7.8%

学生, 3.8%

その他, 6.6% 無回答, 0.9%

■職業 

   職業では、会社員、公務員などの有職者

が全体の約 8割を占めた。 

 

図 2－4 職業（N=319） 
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（２）のりんさいくるを知ったきっかけ 

「のりんさいくる」を知ったきっかけとしては、「道路に設置されているサイクルポートを見て」との回答が約

55％と最も多く、他の広報媒体よりも効果が高いことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）利用頻度 

利用頻度は、ほぼ毎日が 19.1％、週に 2日～3 日が 15％、月に 1 日～2日が 19.4％、月に 1 日以内が

19.7％と、それぞれ概ね同じ割合での回答であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.5%

15.6%

14.7%

9.0%

9.0%

8.5%

7.1%

6.2%

4.7%

4.7%

3.3%

2.8%

2.8%

1.9%

0.9%

0.9%

4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

道路に設置されているのを見て

市のお知らせ（市の広報紙）

ポスター・チラシ

テレビのニュースや情報番組など

職場での口コミ

実際に利用されているのを見て

インターネットホームページ

インターネットでのニュース

タウン情報誌

ブログやツイッター、FBなど

新聞の記事

テレビの市の広報番組

職場以外での口コミ

イベント

ラジオ

広銀からの告知や案内

その他

図 2－5 のりんさいくるを知ったきっかけ（N=211：複数回答） 

ほぼ毎日, 

19.1%

週2～3日, 

15.0%

月1～2日, 

19.4%

月1日以内, 

19.7%

その他, 25.1%

無回答, 1.6%

図 2－6 利用頻度（N=319） 
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車からバスや

鉄道を使った来

訪が非常に増

えた, 4.5%

車からバスや

鉄道を使った来

訪が増えた, 

27.8%

車での来訪頻

度は変わらな

い, 33.0%

そもそも広島都

心まで、車で来

ることは無かっ

た, 34.7%

（４）利用目的 

利用目的は、「通勤・通学」が 41.7％と最も割合が高く、次いで「私用の買物や食事」が 36.4％、「業務・仕

事」が 15％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）他の交通手段からの転換等 

路面電車やバスなど公共交通機関からの転換が約 6割を占めた。 

マイカーや会社の車から自転車への恒常的な転換は 2.5％にとどまったが、「のりんさいくる」に加入したこ

とで、「バスや鉄道を使って都心部へ来訪する頻度が非常に増えた」と「増えた」との回答があわせて約 32％

であった。 

また、自分の自転車からの転換は 5％にとどまり、放置自転車の削減に資する効果は小さいことがわかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.7%

36.4%

15.0%

12.5%

8.8%

4.7%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

通勤・通学

私用の買物や食事

業務・仕事

観光・娯楽

業務の合間の私事（買物や食事）

その他

無回答

図 2-7 利用目的（N=319：複数回答） 

マイカー, 1.9% 会社の車, 0.6%

JR, 0.9%

路面電車, 

29.8%

バス, 29.5%タクシー, 3.4%

自分の自転車, 

5.0%

徒歩, 24.8%

無回答, 4.1%

図 2-8 他の交通手段からの転換（N=319） 図 2-9 都心部までの来訪交通手段の変化（N=176） 
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58.6%

29.2%

20.4%

18.8%

11.0%

4.4%

2.8%

3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

目的地まで早く着けるようになり有効な時間が増えた

1日の中で自転車、バス、路面電車を組み合わせて使いこなす

ようになった

行動範囲が広がり今まで行くことが無かった場所でも、ポート

がある所までは行くようになった

特に変わったことは無い

外出回数や同じ時間で立ち寄る箇所が増えるようになった

都心に滞在する時間が長くなった

マイカー、または業務用自動車の利用が減り、公共交通を使う

機会が増えた

無回答

 

 ■「のりんさいくる」による CO2排出削減量 

   CO2 排出削減量 

   ＝実験期間中の全走行距離（※1）×自転車利用への転換率（※2）×CO2排出係数（※3） 

    （出典：国土交通省｢自転車利用への転換による CO2削減見込み量の算出根拠｣） 

   ＝220,475km×2.5％×169ｇ-CO2／km・台 

   ＝約 932kg-CO2/729 日 

               ※1：各ポート間の最短距離に移動回数を乗じた値（同一ポートの移動は計上していない。） 

               ※2：アンケート調査の他交通手段からの転換割合（｢マイカー、会社の車｣の合計） 

               ※3：出典：国土交通省｢運送部門における二酸化炭素排出量｣の自家用乗用車排出量の数値 

■削減効果 

    ｢スギの木｣は 1本当たり 1 年間に平均して約 14kg（※1）の二酸化炭素を吸収する働きがあること

から、本社会実験での CO2削減量は、年間で｢スギの木｣の 33本の年間吸収量に相当する。 

※1：出典：環境省/林野庁「地球温暖化対策のための緑の吸収源対策」 

 

 

（６）のりんさいくるの利用による行動範囲等の変化 

行動範囲等の変化では、「行動範囲が広がり今まで行くことが無かった場所でもポートがある所までは行く

ようになった」が 20.4％、「外出回数や同じ時間で立ち寄る箇所が増えた」との回答が 11％と、｢のりんさいく

る｣が利用者の新たな行動を誘発し、行動範囲を広げる効果があることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 のりんさいくるの利用による行動範囲等の変化（N=319：複数回答） 

（参考） 
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（７）システム改善に対する要望 

システム改善に対する要望では、「貸出返却場所（サイクルポート）を多くする」が約 50％と最も多く、次い

で「電子マネー等で決済できるようにする」が約34％、「料金を安くする」が約29％、「1日や半日プランをつく

る」が約 27％となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.2%

33.9%

28.5%

27.3%

23.2%

18.2%

12.5%

10.7%

7.8%

6.9%

6.3%

5.0%

5.0%

2.5%

9.7%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

貸出返却場所を多くする

PASPYや電子マネー等で、直接決済し利用できるように

する

料金を安くする

1日や半日の利用プランをつくる

自転車の装備（かごや鍵など）を良くする

使いたい場所に貸出返却場所を置く

クレジットカードが無くても登録できるようにする

一度登録すれば、広島市以外の都市のコミュニティサイ

クルでも利用できるようにする

自転車の種類を増やす（電動アシスト自転車など）

登録の仕方を分かりやすくする

登録できる場所を多くする

貸出返却方法を分かりやすくする

貸出返却場所への案内を充実

自転車のデザインを良くする

その他

無回答

図 2-11 システム改善に対する要望（N=319：複数回答） 
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２－２ 利用実績について 

（１）登録会員数 

社会実験終了時（平成 25 年 3 月 10 日）の登録会員数は 3,592 人で、その内訳は、マンスリーパ

スが 501 人、スリーデイパスが延べ 410 人、ワンタイムパスが 2,681 人となっており、75％の会員

が基本料金のかからないワンタイムパスを選択した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）登録会員数の推移 

   登録会員数は、開始当初こそ伸び悩んだものの、利用料金の変更（特に基本料金のかからないワ

ンタイムパスの新設）やサイクルポートの新設等を行った結果、その後は期間を通じて順調に増加

した。なお、平成 24年 8月にワンタイムパスの登録会員数が飛躍的に伸びているが、これは、地元

企業が業務で利用するため、個々の社員単位で登録を行ったことによるものである。 

また、利用者アンケートでは、「のりんさいくる」を知ったきっかけとして、回答者の 54.5％が「道

路に設置されているサイクルポートを見て」と回答していることから、ポート上、あるいはその近

くで手軽に会員登録することができれば、より短期間に登録会員を増やすことができるものと考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2－12 プラン別の登録会員数の推移（各月末時点） 

8/1 料金改定 

10/24 

ポート 2か所新設 

無人登録機導入 

無人登録機での登録者数：830人 

（平成 25年 3月 10日時点） 

 

 表 2-1 料金プラン別登録人数（平成 25年 3月 10日時点） 

料金プラン 登録人数 構成比 

マンスリーパス（月額利用） ５０１人 １４％ 

スリーデイパス（3日間利用） 延べ４１０人 １１％ 

ワンタイムパス（1回利用） ２，６８１人 ７５％ 

合計 ３，５９２人 １００％ 

 

（人） 
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

21回以上

11～20回

6～10回

1～5回

登録者数

 また、こうした各月の登録会員に対し、その月に１回以上自転車を利用した会員（アクティブユーザ

ー）の割合及びその利用頻度を示したものが図 2－13 及び表 2－2 である。登録会員数の増加とともに、

アクティブユーザー数も増加しているが、それ以上に、登録したものの実際の利用には至らない会員数

の伸びの方が大きく、月別利用回数のピークであった平成 24 年 10 月においては、アクティブユーザー

の割合は 23％にとどまった。 

さらに、マンスリーパス（月額基本料金 1,000 円で 30 以内無料）の場合、月 11 回以上利用するとワ

ンタイムパス（30分 100円）より割安で利用することができるが、月 11回以上利用するアクティブユー

ザーの数は、常にマンスリーパスの登録会員数を下回っており、その一方で月 21 回以上利用するヘビー

ユーザーも多く存在するなど、会員間で利用頻度に大きな差が生じることとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－13 実験期間中のアクティブユーザーの推移 

表 2－2 実験期間中のアクティブユーザー 
（単位：人） 

差が大きくなる傾向 

（人） 
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（３）利用回数 

   総利用回数は、144,900回（平成 23年 3月 13日～平成 25年 3月 10日（729 日間））で、1日平均

199回、自転車 1台当りの回転率は 1.33回であった。 

平日・祝休日別の内訳では、平日が総利用回数の 85％（122,994回）を占め、回転率は 1.68回で

あった。一方、祝休日の回転率は 0.61回にとどまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、年度別の内訳では、2 年目が総利用回数の 64％（92,202回）を占め、回転率は 1.79回であ

り、1年目の利用回数等を大きく上回った。 

平日・祝休日別の内訳では、2 年目の平日の総利用回数は 78,493 回で、回転率も 2 回を超えた。

一方で、祝休日は 1年目と比較して利用は増加しているものの、回転率は 0.81回にとどまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－4 年度別平日・祝休日別の利用状況 

 日数 

（日） 

総利用回数 

（回） 

日平均利用回数 

（回／日） 

回転率 

（回／台・日） 

１年目 

（H23.3.13～H24.3.31） 
３８５ ５２，６９８ １３７ ０．９１ 

（構成比） （53％） （36％） ― ― 

 平日 ２５７ ４４，５０１ １７３ １．１５ 

祝休日 １２８ ８，１９７ ６４ ０．４３ 

２年目 

（H24.4.1～H25.3.10） 
３４４ ９２，２０２ ２６８ １．７９ 

（構成比） （47％） （64％） ― ― 

 平日 ２３１ ７８，４９３ ３４０ ２．２７ 

祝休日 １１３ １３，７０９ １２１ ０．８１ 

合計 ７２９ １４４，９００ １９９ １．３３ 

※自転車供給台数 150 台 

表 2-3 平日・祝休日別の利用状況 

 日数 

（日） 

総利用回数 

（回） 

日平均利用回数 

（回／日） 

回転率 

（回／台・日） 

平日 ４８８ １２２，９９４ ２５２ １．６８ 

 （構成比） （67％） （85％） ― ― 

祝休日 ２４１ ２１，９０６ ９１ ０．６１ 

 （構成比） （23％） （15％） ― ― 

合計（全日） ７２９ １４４，９００ １９９ １．３３ 

 （構成比） （100％） （100％） ― ― 

※自転車供給台数 150台 
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（４）利用回数の推移 

   月別の利用回数は、冬期（12月～2月）や梅雨時期（6月～7月）に利用が減少する傾向があるも

のの、登録会員の増加に伴って平成 24 年度は、営業日が 10 日であった 3 月を除き、各月とも前年

同月を大きく上回り、平成 24年 10月にピーク（10,222回）を示した。 

これを平日・祝休日別に見ると、平日の利用ピークは、平成 24年 9月で 1日平均 409回（回転率

2.73回）となっており、祝休日の利用のピークは、平成 24年 10月で 1日平均 158回（回転率 1.05

回）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－14 月別利用回数の推移 
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※平成 25 年 3 月は、10 日間の集計 

 

土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日、年末・年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

祝休日の定義 

（回） （回） 
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0

5,000
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25,000

利用回数（平日）

（５）時間帯別利用状況 

   時間帯別の利用状況を見ると、平日は通勤時間帯である午前 8 時台と午後 5 時台を中心に利用の

ピークを示している。また、午前 7 時から午前 11 時までと午後 5 時から午後 11 時までの時間帯に

全体の約 81％の利用が集中している。これに対し、祝休日については、同時間帯での利用は全体の

約 64％にとどまっており、時間帯別の利用に平日ほどの大きな差は発生していない。 

アンケート調査では、のりんさいくるの利用目的として、41.7％の利用者が「通勤・通学」を、

36.4％の利用者が「私用の買物や食事」をあげており、平日は「通勤・通学」が主たる利用目的に

なっているものの、祝休日については「通勤・通学」以外での利用が相対的に多いことがうかがえ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 平日の 1時間おきの利用回数 

時間 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

利用回数（回） 401 1,956 13,990 23,568 6,430 3,077 2,891 3,785 2,918 2,353 

構成比（％） 0.33 1.59 11.37 19.16 5.23 2.50 2.35 3.08 2.37 1.91 

 

時間帯 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 

利用回数（回） 3,711 3,819 13,864 12,796 9,902 7,682 5,182 2,717 1,614 338 

構成比（％） 3.02 3.11 11.27 10.40 8.05 6.25 4.21 2.21 1.31 0.27 

 

図 2－15 平日の 1時間おきの利用回数の累計 

（回） 
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図 2－16祝休日の 1時間おきの利用回数の累計 

表 2－6 祝休日の 1時間おきの利用回数 

時間帯 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

利用回数（回） 61 178 908 1,966 1,935 1,370 1,392 1,107 1,042 1,052 

構成比（％） 0.28 0.81 4.14 8.97 8.83 6.25 6.35 5.05 4.76 4.80 

 

時間帯 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 

利用回数（回） 1,204 1,293 1,702 1,691 1,470 1,248 1,024 593 478 192 

構成比（％） 5.50 5.90 7.77 7.72 6.71 5.70 4.67 2.71 2.18 0.88 

 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

利用回数（祝休日）

（回） 



第２章 社会実験の結果について 

 24 

（６）利用１回あたりの使用時間 

   貸出自転車の使用時間は、30分を超えると追加料金が発生することから、平日利用の 97.8％、祝

休日利用の 95.1％が 30 分以内の利用であった。ただし、平日の平均使用時間が 11.8 分であるのに

対し、祝休日では 17.3分と長くなっており、また、30分超の利用では、平日と比べ祝休日の方が割

合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    表 2－7 平日・祝休日別利用 1回あたりの使用時間 

 利用回数（回） 使用時間（分） 平均使用時間（分） 

全日 144,900 1,824,343 12.6 

 平日 122,994 1,446,238 11.8 

構成比（％） ８５ ７９ ― 

祝休日 21,906 378,105 17.3 

構成比（％） １５ ２１ ― 

 

表 2－8 使用時間別利用回数 

 利用回数（回） 構成比（％） 

平日 祝休日 計 平日 祝休日 計 

5 分以内 26,303 3,924 30,227 21.4 17.9 20.9 

6～10 分 59,336 11,115 70,451 48.2 50.7 48.6 

11～15 分 27,521 4,217 31,738 22.4 19.3 21.9 

16～20 分 4,765 908 5,673 3.9 4.1 3.9 

21～25 分 1,598 426 2,024 1.3 1.9 1.4 

26～30 分 820 238 1,058 0.7 1.1 0.7 

小計 120,343 20,828 141,171 97.8 95.1 97.4 

31～60 分 1,269 406 1,675 1.0 1.9 1.2 

61～120 分 664 291 955 0.5 1.3 0.7 

121～180 分 243 134 377 0.2 0.6 0.3 

181 分以上 475 247 722 0.4 1.1 0.5 

小計 2,651 1,078 3,729 2.2 4.9 2.6 

計 122,994 21,906 144,900 100 100 100 
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また、サイクルポート間を最短経路で移動した場合の移動時間を見るため、この利用 1 回あたりの使

用時間を貸出・返却ポート別に整理したものが表 2－9である。最速で移動した場合の時間として使用時

間の最小値を、標準的な移動時間として使用時間の最頻値を掲げるとともに、最短経路を走行した場合

の概算距離として、Google Map上で徒歩での移動経路を検索することで得られた距離を掲げた。 

このうち、「エールエール」を起点とする使用時間の最頻値を見ると、サイクルポート間距離の長い「大

手町平和ビル前（市役所前）」（2.6km）と「旧市民球場前」（2.3km）を 12 分で移動しており、それ以外

のサイクルポート間はすべて 10分以内で移動していることがわかる。また、他のサイクルポート間にお

いても、大半が 10分以内で移動している。さらに、使用時間の最小値では全てのサイクルポート間を 10

分以内で移動しており、コミュニティサイクルを利用することで、都心部での移動時間が大幅に短縮さ

れたことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－9 サイクルポート間の移動時間 

※ポート間距離は、Google Map を用いて算出した概算徒歩距離 

A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2 D-1 E-1 F-1 F-2 F-3 G-1

エールエール
広島駅南口
第三駐輪場前

東税務署前
八丁堀
交差点北

中央テニス
コート西

県庁前 旧市民球場前
大手町平和ビ
ル前

クリスタルプラザ
前

三川町交差点 フジグラン広島 アリスガーデン

移動時間最大値（分） 1,324 727 828 1,745 1,632 346 2,610 932 337 1,485 2,739
移動時間最頻値（分） 2.0 5.0 5.0 7.0 9.0 12.0 12.0 9.0 7.0 8.0 8.0
移動時間最小値（分） 1.0 3.0 3.0 5.0 5.0 6.0 7.0 6.0 5.0 4.0 5.0
ポート間距離（Km) 0.4 1.2 1.1 1.6 1.9 2.3 2.6 2.1 1.7 1.6 1.6

601 527 80 580 118 809 427 10 707 682
5.0 5.0 8.0 6.0 9.5 16.0 9.0 8.5 9.0 8.0
2.0 3.0 4.0 4.0 7.0 10.0 7.0 7.0 6.0 5.0
0.8 1.0 1.4 1.7 2.1 2.7 2.2 1.8 1.8 1.5

223 278 276 302 365 186 21 148 986
3.0 4.0 5.0 6.0 12.0 7.0 10.0 10.0 6.0
1.0 2.0 3.0 5.0 9.0 4.0 6.0 6.0 4.0
0.6 0.8 1.1 1.5 2.2 1.6 1.4 1.8 1.0

118 484 79 151 476 ー 102 2,068
4.0 4.0 8.0 9.0 7.0 ー 8.0 4.0
2.0 2.0 5.0 7.0 3.0 － 4.0 2.0
0.7 0.8 1.2 1.8 1.2 － 1.2 0.6

150 48 26 52 32 30 41
1.0 4.0 10.0 6.5 6.0 11.0 5.0
1.0 2.0 7.0 5.0 6.0 7.0 3.0
0.4 0.7 1.7 1.2 1.5 1.9 1.1

753 581 1,206 － 741 1,416
4.0 8.0 4.0 － 8.0 4.0
2.0 5.0 2.0 － 5.0 2.0
0.6 1.4 0.9 － 1.6 0.8

747 1,271 160 984 594
7.0 6.0 8.0 12.0 6.0
3.0 3.0 6.0 6.0 3.0
1.3 1.0 1.5 1.8 1.2

406 18 228 204
3.0 7.0 8.0 6.0
2.0 4.0 3.0 3.0
0.7 1.1 1.1 1.3

33 196 580
2.0 4.0 3.0
1.0 2.0 1.0
0.5 0.8 0.6

－ 396
－ 2.0
－ 2.0
－ 0.5

483
5.0
2.0
0.9

G-1 アリスガーデン

F-3
フジグラン広
島

D-1
旧市民球場
前

E-1
大手町平和ビ
ル前

F-1
クリスタルプラ
ザ前

中央テニス
コート西

C-2 県庁前

F-2
三川町交差
点

区　　分

着

発

A-1 エールエール

A-2
広島駅南口
第三駐輪場前

B-1 東税務署前

B-2
八丁堀
交差点北

C-1
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38,720

5,344

10,364

7,022

3,141

10,032

3,959

14,581

12,373

419

8,787

8,252

38,497

7,465

10,695

6,802

3,336

8,516

4,325

12,827

12,283

388

7,688

10,172

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000 45,000
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広島駅南口第3駐輪場前

東税務署前

八丁堀交差点北

中央テニスコート西

県庁前

旧市民球場前

大手町平和ビル前（市役所前）

クリスタルプラザ前

三川町交差点

フジグラン広島

アリスガーデン（西新天地）

貸出回数

返却回数

7,251

604

1,148

1,538

493

2,320

839

1,405

1,290

59

2,129

2,830

6,596

894

1,103
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2,166
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貸出回数

返却回数

（７）サイクルポート別の利用状況 

   サイクルポート別の利用状況を平日・祝休日別に見ると、平日、祝休日ともに「エールエール」

での貸出・返却が全体の 3 割以上を占めており、JR の端末交通として主に広島駅と都心部の移動に

利用されていたことがうかがえる。 

また、平日の利用傾向としては、「エールエール」とともに、業務集積地区にある「大手町平和ビ

ル前（市役所前）」、「クリスタルプラザ前」、「東税務署前」での利用が多く、祝休日の利用傾向とし

ては、「エールエール」のほか、商業集積地区にある「アリスガーデン」、「県庁前」、「フジグラン広

島」での利用が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、サイクルポート間の移動状況を、「（５）時間帯別利用状況」を踏まえ、平日・祝休日別に

「午前 5 時～午前 11 時」、「午前 11 時～午後 5 時」、「午後 5 時～午前 1 時」の３つの時間帯で整理

した。なお、用いたデータは、最も利用回数が多かった平成 24年 10月の利用データである。 

図 2－17 平日のサイクルポート別貸出・返却の総数 

図 2－18 祝休日のサイクルポート別貸出・返却の総数 

（回） 

（回） 


